
日本では中国産の上海ガニ・アサリ・ウナギを食べている 

  ―― 福島での処理水海洋放出は実質無害と認めよう ―― 

                                         ２０２１．４．２２  櫻井 三紀夫 

 

福島第一原子力発電所の処理水を海洋放出することについて、マスコミがリスクを過大に宣伝して反

対を煽っているが、冷静に考えてみれば、この海洋放出は実質無害であることが分かる。 

 

 例えば、中国産の海産物を例にとってみてみよう。 

 

 中国大陸の東シナ海沿岸には、原子力発電所が４９基設置され、運転されている。この運転で海洋に

放出されるトリチウムは、一基・１年あたりおよそ４０兆ベクレル、４９基ではおよそ２０００兆ベクレルとなる。

１０年分では、２京ベクレルという数字だ。これだけのトリチウムの海洋放出がなされていても、その海で

漁獲された上海ガニ・アサリは日本において普通に食卓を賑わせている。 

 

 ウナギも、その稚魚（シラスウナギ）が西太平洋フィリピン沖のマリアナ海溝で生まれて、東シナ海を横

切って中国大陸の河川にたどり着いているので、トリチウム放出海域を通過している。成長して漁獲され

たウナギは日本において普通に食卓を賑わせている。 

 

 これらの中国産海産物に対して、日本で特に放射線の影響などを議論することはなく、食生活の一貫と

して食卓に取り入れてきている。 

 

 つまり、原子力発電所からのトリチウム放出は実質無害であると言って良い。日本で議論になっている

福島のトリチウムは、これまでにタンクに蓄積された総量がおよそ１０００兆ベクレル、これを１５年掛けて

放出するとすれば、１年あたりおよそ７０兆ベクレルとなり、中国の東シナ海への１年間の放出量（＝ 

２０００兆ベクレル）の３０分の１程度である。 

 （計算は省略するが、蓄積されたトリチウムの総重量は、およそ１８グラム！！である。） 

 

 まして、福島での海洋放出は、基準値よりもずっと低い値まで希釈をし、放出量を監視しながら放出する

のであるから、さらに実質無害である。 

 福島の美味しい魚を日本の皆んなが楽しんで食べることによって、風評被害を無くし、ご苦労して来られ

た漁業関係者の方々に安堵が訪れることを願わずにはおられない。 
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